
４　企業会計

水道事業会計
　　　水道事業収益の推移

（単位：千円）

平成21年度
決算

平成22年度
決算

平成23年度
決算

平成24年度
当初予算

平成25年度
当初予算

前年度増減

水道事業収益

給水収益 9,557,194 9,512,277 9,300,156 9,075,136 8,903,507 △ 171,629

分担金 239,934 212,954 251,528 188,391 187,331 △ 1,060

工業用水道事業会計
　　　工業用水道事業収益の推移

（単位：千円）
平成21年度
決算

平成22年度
決算

平成23年度
決算

平成24年度
当初予算

平成25年度
当初予算

前年度増減

工業用水道事業収益

給水収益 1,461,023 1,477,070 1,494,616 1,495,051 1,492,134 △ 2,917

共同施設管理収益 286,483 273,515 262,039 298,588 313,167 14,579

項　　目

項　　目
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水道局 

    
水道事業会計    

   
(１) 配水管の整備 

水の安定供給を図るため、配水管を「重要度」「老朽度」「耐震性」の３つ
の観点から更新の優先順位を定め、配水管の布設替工事等を実施する。 
 
 配水本管整備 
  管径 300～700 ㎜ 延長 01,922.0m 
配水支管整備 

  管径 100～250 ㎜ 延長 10,000.0m 
  管径 100～700 ㎜ 合計 11,922.0m 
 耐震性緊急貯水槽 
     100  ～000   0 00,001 基 
 

1,327,331  
(1,330,061) 

(２) 施設の再構築等 
災害に強い給水システムの構築等を図るため、取水施設、導水施設及び浄水
施設について、耐震化や更新等の工事を実施する。 
 
 神崎浄水場汚泥脱水設備更新  142,078 千円 

（H26～H27 債務負担額 1,572,615 千円) 
 
 

142,078  

    
工業用水道事業会計    

   
(１) 配水管の整備 

水の安定供給を図るため、配水管を「重要度」「老朽度」「耐震性」の３つ
の観点から更新の優先順位を定め、配水管の布設替工事等を実施する。 
 
  管径 075～900 ㎜ 延長 01,830.5m 

 

445,417  
(596,739) 
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